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令和５年度 校長だより 第 10 号 

 

１ 新たな年を迎えました。 

 新年、あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願い

いたします。 

３年生のみなさんのなかには、すでに就職先や進学先が決定し、

春から始まる新生活を楽しみにしている人がいます。また、これか

ら進路の実現に向けて、試験に挑むという人もいます。 

13 日（土）・14 日（日）に実施される大学入学共通テストまで、

２週間弱。志望校合格を目指して、毎日一生懸命勉強に励んでいることでしょう。

試験は、自分の夢を叶えるための試練、関門のひとつです。体調管理に十分気をつ

けて、乗り越えてください。心から応援しています。 

２年生はあと１年後、１年生は２年後、そうした立場になっていきます。先輩た

ちの姿をみて、自分のことをイメージしながら、有意義な高校生活にしていってく

ださい。 

今年も最幸の一年になりますように。 

 

２ 「プラス方向」の考え方 

 新しい年の始まりに、最近読んだ本に書かれていた内容の一部を紹介したいと思

います。 

  
仕事や人生を実り多きものにしてくれる、正しい「考え方」をご紹介したい。 
・常に前向きで、建設的であること 
・みんなと一緒に仕事をしようと考える協調性を持っていること。 
・明るい思いを抱いていること。 
・肯定的であること。 
・善意に満ちていること。 
・思いやりがあって、やさしいこと。 
・真面目で、正直で、謙虚で、努力家であること。 
・利己的はなく、強欲ではないこと。 
・「足るを知る」心を持っていること。 
・そして、感謝の心を持っていること。 

 
 将来を担うべき若い人々が、このような「考え方」を持って一所懸命に働くこと
を通じ、素晴らしい人生を歩まれることを心から願っている。 

（稲盛和夫著『稲盛和夫 一日一言』から） 

 

３ 本校を目指す中学生のみなさんへ 

 高校入試まであと２か月。受験勉強は辛く苦しいも

のですが、その先に、「一人ひとりの無限の『可能性の

扉を開く鍵』」がきっと待っています。 

本校学校ＨＰの校長ブログに、科学技術高校の学校

生活の様子を日々アップしながら、みなさんにエール

を送り続けます。桜の花が咲くころ、大きな夢と希望

に満ちた皆さんとお会いできるのを、心から楽しみに

しています。 


